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昆虫の寄生虫は、単一の宿主上または単一の宿主内に卵を産み、最終的にその幼虫がその宿主を食べます。

それを殺す[13]。 100,000 種以上の寄生虫が知られており、これらの種の 75% が

膜翅目（ハチ）ですが、寄生虫のライフスタイルは、双翅目を含む他の5つの目でも進化しました

（ハエ）と鞘翅目（カブトムシ）。 メスの膜翅目寄生虫が位置を特定するために使用する感覚器官

そして彼らの宿主は、主に化学感覚（嗅覚と味覚）がある触角に存在することを評価します。

機械感覚（触覚）および温湿度受容感覚器が記載されている[25]。 女性も

彼らの産卵管の先端に存在する化学感覚感覚子（卵を産卵するために使用される器官）

ホスト) を使用し、それらを使用してホストの品質を内部的に評価しました。 ホストの品質は、以前のものによって異なる場合があります。

その宿主の寄生履歴と、すでに宿主に寄生している雌の遺伝的近さ

産卵管に存在する感覚器は、女性がこれらの要因を評価できるようにする可能性があります[3、6]。 この論文では、

最初に、さまざまなタイプの触角感覚子の形態学的特徴を提示します (パート 1)。

次に、さまざまな種の化学感覚感覚子の形態学的変化を説明します

膜翅目の寄生虫（パート2）そして最後に、化学感覚感覚器の分布を調べます

宿主の発見と評価におけるアンテナの機能との関係について（パート3）。

膜翅目寄生虫の触角感覚子の多様性

オスとメスの触角は、多数の触角（3 ～

よりも 10) (図 1a、b)。 オスとメスの触角はほぼ同一であるか、強い性的特徴を示します。

二形性: 全体の形態または触角の数 (たとえば、女性の場合は 8、女性の場合は 10

アナフェス属のオスの場合 [7] は、性別によって異なる場合があります。 オスのアンテナ (図 1b) はしばしばより細い

そして、多くの場合、最後に 1 つまたはいくつかの拡大した棍棒を提示する女性のものよりも長くなります。

触角（図1a、矢印）。
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図 1. 両方の触角の端に棍棒を示すメスの Epidinocarsis lopezi の頭部 (矢印)、b. の頭

両方の触角の細い形を示すアナフェス・ソルディダトゥスのオス、c。 E. lopezi アンテナの末端触角

数百の感覚子を示す (c = 化学感覚感覚子、m = 機械受容感覚子、t =

温湿度受容感覚子）、ｄ． E. lopezi の触角の横断カット (p = プラコイド感覚子 (嗅覚

感覚器)、tr = 毛状感覚子、o = 嗅覚感覚子、g = 味覚感覚子)、e. 嗅覚の横断面

E.ロペジのセンシラ（プラコデア）は、外部プロセスの細孔（po）と樹状突起の分枝（dr）を示しています。f。

毛穴を示すアフィディウス・ロパロシフィのプラコイド感覚子（矢印）、g。 Trichoid sensilla (tr) および placoid sensilla (p)

A.ロパロシフィ、h。 厚い壁を示す E. lopezi のいくつかの毛状感覚子 (tr) の横断カットの詳細

および小さなルーメン（lu）、i。 Cotesia plutellae の味覚感覚子 (矢印)

感覚子、ｐ＝プラコイド感覚子）、ｊ． Leptomastix dactylopii の味覚感覚子の縦断面 (tb =

管状体、lu = ルーメン、ac = 関節クチクラ、po = 先端孔)、k. L. dactylopii の温湿度受容体

縦溝（１ｇ）、ｌ． C. plutellaeの温湿度受容体。
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女性の触角には、何百もの化学感覚、機械感覚、および温度湿度受容感覚子が存在します。

見つかりました（図1c）。 感覚子は、アンテナの表面に出現する外部プロセスで構成され、

内部コンポーネント (樹状突起)。 感覚子の機能は、毛穴の数から差し引くことができます

そして樹状突起を神経支配する[9、20]。 細孔の存在と数は、セクションで証拠に入れることができます

アンテナ全体（図1d）または感覚子のセクション（図1e）。 毛穴も直接見える

感覚器の表面 (図 1f) [32]。

機械受容感覚子には細孔がなく、触角クチクラのソケットに挿入されている [20,

21]。 これらの感覚子は、先端が細い三毛状の感覚子として分類されます。 彼らのキューティクルは一般的に装飾されています

縦方向またはらせん状のクチクラ溝があります（図1g）。 ほとんどの種では、トリコイド感覚子は

多数あり、アンテナの表面全体を覆っています。 アンテナが基板に接触すると、

これらの感覚器はソケット内を移動し、その連絡先に関する情報を女性にもたらします。 これらの感覚器

また、管状体のjusの存在によって特徴付けられます
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